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1.　原稿用テンプレートについて

1.1  本文書について
	 本文書は，日本結晶成長学会誌に原著論文，短報文，総合報告，解説を投稿するためのテンプレートです．

1.2　 テンプレートの設定
このテンプレートは，用紙サイズをA4とし．ページの余白は上29 mm，下30 mm，左右19 mmに設定してあります． 
文章は両端揃えとし，句読点は全角の「， ．」とします．数式を記載する場合は，数式エディタ等を使用するか，数式用の書式・フォントを使用し，300 dpi以上のビットマップイメージを別途作成し，本文に貼ってください．
なお，ページのセクション区切りは設定しないようにして下さい．

1.3  本文第1ページ目
冒頭の和文タイトルはMSゴシック16 pt. Bold，和文著者名はMSゴシック 12 pt. Bold，英文タイトルはArial 16 pt. Bold，英文著者名はArial 11 pt. Boldです．
また著者名の右肩に所属番号（上付数字）を入れ，Corresponding Author（連絡者）の所属番号（上付数字）の右に ＊ （アスタリスク）を付けます．

1.4 　英文アブストラクト
原著論文，短報文，総合報告，解説には，英文アブストラクト（150語程度，短報文は100語以内）を付けます（Century 9 pt._行間隔は13 pt.）．その他の記事にはアブストラクトは不要です．

1.5　 本文中の見出し
	1 所属　住所（MS明朝, 8pt）                                              この部分の記載は、位置固定でお願いします。
2 -----
1 Institute and address in English (Century 8 pt.), one line at a time.
2 -----
* Corresponding Author E-mail:  Please include the e-mail address of the corresponding author (contact person) on the last line.　


本文（和文）にはMS明朝 9 pt.を使用し，大見出し（例_1. はじめに）に MSPゴシック10.5 pt. Boldを使用します．小見出し（例_1.1 結晶成長）に, MSPゴシック9 pt. Boldを使用します．
本文（英文）にはCentury 9 pt.を使用し，大見出しに Arial 10.5 pt. Boldを使用します．小見出しに，Arial 9 pt. Boldを使用します．

1.6 　ヘッダおよびフッタ
全てのページにヘッダおよびフッタが入ります．ヘッダは事務局が作業をしますので，記載は不要です．
１ページ目のフッタには和文の所属機関と住所（MS明朝 8 pt.）に英文の所属機関と住所（Century 8 pt.）を，1行ずつご記入ください．3行目には，Corresponding Author（連絡者）のE-mailアドレスを記載してください．
（* Corresponding Author E-mail: henshu＠jacg.jp）．フッターには，ページ番号が入ります． 

2.　執筆要領

2.1　本文の書き方
 原則として常用漢字､現代仮名遣いを用いる．用語は文部省制定のものを用いることが望ましいのですが人名，地名と日本語になりきっていない用語などは原綴を用いてください．謝辞以外には称号を用いないことになっています．
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2.2  図，写真，表
図，写真，表は最小限にとどめる．和文，英文とも図と写真は通し番号にして Fig. 1のように，表はTable 1のように表示します（Arial 9 pt.）．本文中に最初に出て来る図番号だけを和文，英文とも Arial 9pt. Boldにしてください．

2.2.1 図，写真，表中の文字および図，写真，表の説明
図，写真，表の中の文字および図，写真，表の説明文（Arial 9 pt.）は，すべて英文とし，本文の原稿に挿入してください．その際に図の説明は図の下に，表の説明は表の上に置いてください（センタリング）．その際に本文と図の説明，図の説明と図の間のスペースを詰め過ぎないようにしてください．

2.2.2 図，写真の解像度
図，写真は鮮明なものを用いてください．できればカラーで提出することをお薦めします．

2.2.3 脚注
本文中での注（説明事項）はすべて脚注とし，肩書き*)､**)（上付き）で表記します．それを本文の最後（謝辞および参考文献の前）に一括して貼り付けてください．

謝辞

謝辞（和文）にはMS明朝 9 pt.を使用．

参考文献

参考文献は本文末尾に一括し，本文中にでてくる順番で並べます(Century 9 pt. 行間隔は13 pt.)．本文中
では肩書き1, 2) （上付き）の形をとります．文章の最後に入れる場合には，「である1, 2)．」の様に読点の前に肩書き1, 2) （上付き）を入れてください．文献は，「著者名：雑誌略名, 巻/Century 9 pt. Bold/ (発表年) 頁.」　あるいは　「著者名：書籍名,/斜字/ (出版社，発行年).」の形で示す．
　なお，複数の著者名を記載する場合は et al を使用せず，列挙してください．

[bookmark: _Hlk132279653]雑誌
1)  D. Bahat: J. Mater. Sci., 5 (1970) 808.
2)  H. Matsunami: Mater. Sci. Eng. R, 20 (1997) 125.
3)  Y. Katamune, S. Ohmagari, and T. Yoshitake: Jpn. J. Appl. Phys., 51 (2012) 078003.
4)  H. J. Scheel and E. O. Schulz-DuBois: J. Cryst. Growth, 8 (1971) 304.


書籍
5) A. R. Ubbelohde: Melting and Crystal Structure, (Clarendon Press, 1965).
6) S. Lawrence, and D. Kania: Diamond, (Kluwer Academic Publishers, 1995).
7) I. Finnie: The Mechanism of Erosive Wear in Ductile Metals, K. Natesan (Ed.), (The Metallurgical Soc. of AIME, New York, 1980).
8) S. K. Sikka: in Proc. the xiii AIRAPT Intl. Conf. on Crystal Structure, A. K. Singh (Ed.), (Oxford and New Delhi, 1992).

 投稿中・私信
9) A. Jayarama: Rev. Mod. Phys. (submitted).
10) K. Kakimoto (private communication).


5.　原稿の送付先，問合せ先

	〒530-0001　大阪市北区梅田1丁目11番4号
	大阪駅前第4ビル9階923-1125号
	株式会社ポラリス・セクレタリーズ・オフィス内
	 日本結晶成長学会事務局（編集担当）
	FAX：06-6345-7931　
	Email : henshu@jacg.jp

（2023年xx月xx日受理）




Fig. 1	JACG (The Japanese Association for Crystal Growth) is a national, non-profit organization that is affiliated with IOCG (The International Organozation for Crystal Growth). 


Table 1	The JACG was born in 1974 and the first volume of the Journal of JACG was issued. The JCCG (The Japanese Conference on Crystal Growth) was started in 1969 before the JACG was organized. 
	A
	B
	C

	a1
	b1
	c1

	a2
	b2
	b3
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